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マスター タイトルの書式設定

刑法175条違反をめぐる事件
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刑法175条違反︓有罪事例

①サンデー娯楽事件
②チャタレー事件
③悪徳の栄え事件
④四畳半襖の下張事件
⑤ビニール本事件
⑥松⽂館事件
⑦ろくでなし⼦事件
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刑法175条違反︓無罪事例

①⿊い雪事件（映画：東京⾼判昭和44年9⽉17⽇）

②愛のコリーダ事件（書籍：東京⾼判昭和57年6⽉8⽇）

③⽇活ロマンポルノ事件
（映画：東京⾼判昭和55年7⽉18⽇）

参考
○メイプルソープ事件
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近年の動き

春画展

ロンドンの⼤英博物館では、1960年代まで「シクレターム
（秘密）」と呼ばれる部屋に春画を保管していたが、2013年
に⼤規模な展覧会を⾏なった。

世界で春画が美術として⾼評価を得る様になると、ようやく
⽇本でも美術館での春画の展覧会が、2015年（平成27年）10
⽉に、東京都の永⻘⽂庫で企画展が開催される様になった

ろくでなし⼦事件
（2020年）

デコまん3点を⼥性向けアダルトショップ店内で展⽰したと
して、わいせつ物公然陳列の疑いで北原みのりとともに、警
視庁保安課に逮捕された。ろくでなし⼦は作品のわいせつ性
を否定した。前回の逮捕と異なり、わいせつ物公然陳列の容
疑も掛けられた

⽴体作品の陳列は無罪、3Dデータの配布はわいせつ物頒布等
の罪で有罪となり、罰⾦40万円が課せられた



マスター タイトルの書式設定

刑法175条及び174条
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刑法︓175条と174条

174条
（公然わいせつ）

公然とわいせつな⾏為をした者は、6⽉以下の懲役若しくは
30万円以下の罰⾦⼜は拘留若しくは科料に処する。

175条
（わいせつ物頒布等）

1 わいせつな⽂書､図画､電磁的記録に係る記録媒体その他
の物を頒布し､⼜は公然と陳列した者は､2年以下の懲役
若しくは250万円以下の罰⾦若しくは科料に処し､⼜は
懲役及び罰⾦を併科する｡電気通信の送信によりわいせつ
な電磁的記録その他の記録を頒布した者も､同様とする｡

2 有償で頒布する⽬的で､前項の物を所持し､⼜は同項の
電磁的記録を保管した者も､同項と同様とする｡
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刑法175条1項（わいせつ物頒布等の構成要件）

１ 刑法175条1項前段
⑴ わいせつな⽂書､図画､電磁的記録に係る記録媒体その他の物を

※ 「わいせつ」については、後述。
⑵ ① 頒布

※ 「頒布」とは、不特定⼜は多数の⼈に対して物を交付・譲渡すること
② 公然と陳列

※ 「公然」とは、不特定⼜は多数の⼈が認識することのできる状態のこと
※ 「陳列」とは、⼈がその内容を認識できる状態に置くこと
視覚により認識できる状態だけでなく聴覚により認識できる状態に置くことも含む。

２ 刑法175条1項後段
⑴ わいせつな電磁的記録その他の記録を

※ 「わいせつ」については、後述。
⑵ 電気通信の送信により

※ 「電気通信」とは、「有線、無線その他の電磁的⽅式により、符号、⾳響⼜は影像を送り、
伝え、⼜は受けること」（電気通信事業法2条1号）

⑶ 頒布
※ 「頒布」とは、不特定⼜は多数の⼈の記録媒体上に電磁的記録その他の記録を
存在するに⾄らしめること
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刑法175条2項（わいせつ物頒布等の構成要件）

⑴ 有償で頒布する⽬的で
※ 平成23年改正で「販売の⽬的」が「有償で頒布する⽬的」に変更。
※ 有償でのレンタル⽬的も含まれる。

⑵ ① 前項の物を所持
※ 「所持」とは、⾃⼰の事実上の⽀配下に置くこと。
※ 現実に⼿で持っていることは不要。

② 同項の電磁的記録を保管
※ 「保管」とは、⾃⼰の実⼒⽀配内に置いておくこと。
※ 遠隔地のレンタル・サーバーコンピュータに保存する場合も含む。
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刑法175条違反での検挙⼈員

出典：警察庁より⼭⽥太郎事務所に2022年6⽉1⽇に提供された資料
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刑法175条違反での認知件数・検挙件数・検挙率等
出
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務
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マスター タイトルの書式設定

「わいせつ」とは
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刑法175条︓「わいせつ」の定義等（チャタレー事件）※

「わいせつ」とは
※わいせつ⽂書とは

①徒らに性欲を興奮⼜は刺戟せしめ且つ
②普通⼈の正常な性的羞恥⼼を害し
③善良な性的道義観念に反するもの

チャタレー事件
(最⼤判1957年3⽉13⽇)

芸術性
と

わいせつ性

芸術性と猥褻性とは別異の次元に属する概念であり、両⽴し得な
いものではない。…⾼度の芸術性といえども作品の猥褻性を解消す
る者とは限らない。（「絶対的わいせつ概念」を採⽤）

作者の主観的意図
と

わいせつ性

わいせつ性の存否は、当該作品⾃体によつて客観的に判断すべき
ものであつて、作者の主観的意図によつて影響されるものではな
い。

https://www.courts.go.jp/app/hanrei_jp/detail2?id=51271
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「わいせつ」概念と性器の露出

チャタレー事件
(最⼤判1957年3⽉13⽇)

判例によれば猥褻⽂書たるためには、羞恥⼼を害することと性欲の興奮、刺戟を来すことと善良な
性的道義観念に反することが要求される。

およそ⼈間が⼈種、⾵⼟、歴史、⽂明の程度の差にかかわらず羞恥感情を有することは、⼈間を動
物と区別するところの本質的特徴の⼀つである。羞恥は同情および畏敬とともに⼈間の具備する最
も本源的な感情である。⼈間は⾃分と同等なものに対し同情の感情を、⼈間より崇⾼なものに対し
畏敬の感情をもつごとく、⾃分の中にある低級なものに対し羞恥の感情をもつ。これらの感情は普
遍的な道徳の基礎を形成するものである。

羞恥感情の存在は性欲について顕著である。性欲はそれ⾃体として悪ではなく、種族の保存すなわ
ち家族および⼈類社会の存続発展のために⼈間が備えている本能である。しかしそれは⼈間が他の
動物と共通にもつているところの、⼈間の⾃然的⾯である。従つて⼈間の中に存する精神的⾯即ち
⼈間の品位がこれに対し反撥を感ずる。これすなわち羞恥感情である。この感情は動物には認めら
れない。これは精神的に未発達かあるいは病的な個々の⼈間または特定の社会において缺けていた
り稀薄であつたりする場合があるが、しかし⼈類⼀般として⾒れば疑いなく存在する。例えば未開
社会においてすらも性器を全く露出しているような⾵習はきわめて稀れであり、また公然と性⾏為
を実⾏したりするようなことはないのである。要するに⼈間に関する限り、性⾏為の
⾮公然性は、⼈間性に由来するところの羞恥感情の当然の発露で
ある。かような羞恥感情は尊重されなければならず、従つてこれを偽善として排斥することは⼈
間性に反する。なお羞恥感情の存在が理性と相俟つて制御の困難な⼈間の性⽣活を放恣に陥らない
ように制限し、どのような未開社会においても存在するところの、性に関する道徳と秩序の維持に
貢献しているのである。

普通⼈の正常な性的羞恥⼼を害する ＝ 性⾏為の⾮公然性に反する

性器の露出 性⾏為の⾮公然性に反し
or ➡

公然と性⾏為 普通⼈の正常な性的羞恥⼼を害する
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「相対的わいせつ概念」の採⽤

四畳半襖の
下張事件

（最判1980年11⽉28⽇）

「わいせつ」か否かは
① 当該⽂書の性に関する露⾻で詳細な描写叙述の程度とその⼿法
②右描写叙述の⽂書全体に占める⽐重
③⽂書に表現された思想等と右描写叙述との関連性
④⽂書の構成や展開
⑤芸術性・思想性等による性的刺激の緩和の程度、
⑥これらの観点から該⽂書を全体としてみたときに、主として、
読者の好⾊的興味にうつたえるものと認められるか否か
を総合して決めるべきであるとした。
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法務省における「わいせつ」の定義

出典：法務省より⼭⽥太郎事務所に2022年6⽉1⽇に提供された資料

刑法第１７５条にいう「わいせつ」とは、…
最⾼裁判所の判例によれば、「徒らに性欲を興奮⼜
は刺戟せしめ、且つ普通⼈の正常な性的羞恥⼼を害
し、善良な性的道義観念に反するもの」をいうと解
されており、この解釈は、現在も変更されていない
ものと承知しています。
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警察庁における「わいせつ」の定義

出典：警察庁より⼭⽥太郎事務所に2022年6⽉1⽇に提供された資料
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関連法令

⽇本国憲法

第12条
この憲法が国⺠に保障する⾃由及び権利は、国⺠の不断の努⼒によつて、これを

保持しなければならない。⼜、国⺠は、これを濫⽤してはならないのであつて、常に
公共の福祉のためにこれを利⽤する責任を負ふ。

第13条
すべて国⺠は、個⼈として尊重される。⽣命、⾃由及び幸福追求に対する国⺠の

権利については、公共の福祉に反しない限り、⽴法その他の国政の上で、最⼤の尊重
を必要とする。

第21条
第1項 集会、結社及び⾔論、出版その他⼀切の表現の⾃由は、これを保障する。
第2項 検閲は、これをしてはならない。通信の秘密は、これを侵してはならない。

第31条
何⼈も、法律の定める⼿続によらなければ、その⽣命若しくは⾃由を奪はれ、
⼜はその他の刑罰を科せられない。



マスター タイトルの書式設定

政府の基準等
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関税法上の「わいせつ」

出典：関税法基本通達第6章 通関第6節児童ポルノ及び⾵俗を害すべき物品
https://www.customs.go.jp/kaisei/zeikantsutatsu/kihon/TU-S47k0100-s06-05~06.pdf


